Edge Tracker年末調整申告　制限事項のご案内
制限付き業務管理者のスコープ設定における社員抽出の仕様

本書の目的
制限付き業務管理者に所轄・グループ・所属のスコープ（操作対象とする社員の範囲の制限）を設定した場合の社員抽出の動作について、お問い合わせが想定される事項を制限事項として整理したものです。以下はいずれも不具合ではなく、仕様上の動作となります。なお、所属によるスコープ（所属制御）は、一次対応（2026年10月18日リリース）で追加されたものです。所轄・グループによるスコープは従来どおりです。
1. 複数のスコープ条件は AND 条件で適用されます
所轄・グループ・所属の制限を複数設定した場合、そのすべての条件を満たす社員のみが操作対象となります。いずれか一方の条件のみを満たす社員（OR 条件）は操作対象に含まれません。
2. 条件の組み合わせに該当する社員が存在しない場合、一覧は空になります
例として、所轄コード 91 と所属コード 93 の制限を設定した管理者の場合、「所轄コード 91 かつ 所属コード 93」に該当する社員が 1 名も存在しなければ、次のいずれの画面にも社員は表示されません。
「未招待の社員」タブの初期表示
「現在の招待」タブの一覧
いずれも異常ではなく、設定された条件に合致する社員が 0 件であることを示しています。
3. 抽出条件で所轄等を指定しても、設定済みのスコープは解除されません
項目2の例の管理者の場合、画面で指定した抽出条件は、管理者に設定されたスコープにさらに AND 条件として重なります。そのため、抽出画面で「所轄コード 91」を指定した場合の結果は、「所轄コード 91 に属する社員すべて」ではなく「所轄コード 91 かつ 所属コード 93 に該当する社員のみ」となります。

＜表示結果の例＞
	管理者に設定したスコープ
	抽出画面で指定した条件
	表示される社員

	所轄コード 91 のみ
	指定なし（初期表示）
	所轄コード 91 に属する社員

	所轄コード 91 のみ
	所轄コード 91
	所轄コード 91 に属する社員

	所轄コード 91 ＋ 所属コード 93
	指定なし（初期表示）
	所轄 91 かつ 所属 93 の社員
（該当者がいない場合は 0 件）

	所轄コード 91 ＋ 所属コード 93
	所轄コード 91
	所轄 91 かつ 所属 93 の社員
（該当者がいない場合は 0 件）


4. 管理者自身の所属とスコープ設定は連動しません
管理者本人が所属コード 93 に属している場合でも、表示範囲は本人の所属ではなく、その管理者に設定されたスコープ条件のみで決まります。本人の所属によって参照範囲が自動的に追加されることはありません。
運用上の推奨
広い範囲の社員を参照させたい場合は、制限を 1 階層（例：所轄のみ）に絞って設定してください。複数階層を設定すると、意図より狭い範囲に絞り込まれます。
スコープを変更した際は、変更後の条件に該当する社員が実際に存在するかを併せてご確認ください。
社員が表示されない場合は、まず管理者に設定されているスコープの組み合わせと、その条件に該当する社員の有無をご確認ください。
